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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 WebLogic Server Administration Console のカスタム拡張を

作成する方法について説明します。

このマニュアルの内容は以下のとおりです。

� 第 1 章 「Administration Console の拡張」 では、 Administration Console 拡張
を作成する手順について説明します。

� 第 2 章 「コンソール拡張タグ  ラ イブラ リの使い方」 では、 Administration 
Console 拡張の作成に使用する  JSP タグ ラ イブラ リについて説明します。

� 第 3 章 「コンソール拡張でのローカライゼーシ ョ ンの使い方」 では、

Administration Console 拡張でローカラ イゼーシ ョ ンを使用する方法について

説明します。

対象読者

このマニュアルは主に、 WebLogic Server Administration Console の拡張を作成す

るアプリ ケーシ ョ ン開発者を対象と しています。 WebLogic Server プラ ッ ト

フォーム、 Java プログラ ミ ング、 WebLogic Server Mbean、 XML、 および Java 
Server Pages に、 読者が精通しているこ とを前提と して書かれています。

e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン トは、 BEA の Web サイ トで入手できます。 BEA のホー

ム ページで [ 製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ クするか、 または 「e-docs」 とい う

製品ドキュ メ ン ト  ページ （http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/） を直接表示して くだ

さい。
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このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、 Web ブラウザから

このマニュアルを一度に 1 ファ イルずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 Web サイ ト で入手できます。 PDF を Adobe 
Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一部分） を書籍の形式で印

刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic Server ドキュ メ ン トのホーム  ペー
ジを開き、 [ ドキュ メ ン トのダウンロード ] をク リ ッ ク して、 印刷するマニュア
ルを選択します。

Adobe Acrobat Reader がない場合は、 Adobe の Web サイ ト
（http://www.adobe.co.jp/） で無料で入手できます。

関連情報

以下の WebLogic Server ドキュ メ ン トには、Administration Console 拡張の作成に
関連する情報が含まれています。

� 『管理者ガイ ド』

（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/adminguide/index.html）

� 『WebLogic JSP プログラマーズ ガイ ド』
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/jsp/index.html）

� Sun Microsystems, Inc. の Java サイ ト （http://java.sun.com/）
vi Administration Console の拡張



サポート情報

BEA WebLogic Server のドキュ メ ン トに関するユーザからのフ ィードバッ クは弊
社にとって非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@beasys.com までお送り ください。 寄せられた意見について
は、WebLogic Server のドキュ メ ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者
が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 BEA WebLogic Server 7.0 リ リースのドキュ メ ン
ト をご使用の旨をお書き添えください。

本バージ ョ ンの BEA WebLogic Server について不明な点がある場合、 または 
BEA WebLogic Server のインス トールおよび動作に問題がある場合は、 BEA 
WebSupport （www.bea.com） を通じて BEA カスタマ サポート までお問い合わ
せください。 カスタマ  サポートへの連絡方法については、 製品パッケージに同
梱されているカスタマ  サポート  カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 ファ ク ス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容

表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。
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表記法 適用

太字 用語集で定義されている用語を示す。

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例 : 
#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

太字の等幅

テキスト

コード内の変数を示す。

例 :

void commit ( )

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例 :
String expr

すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例 :

LPT1

SIGNON

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しな

い。
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[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力し

ない。

例 :
buildobjclient [-v] [-o name ] [-f 
file-list]...[-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号

は入力しない。

... コマン ド ラ インで以下のいずれかを示す。 

� 引数を複数回繰り返すこ とができる。

� 任意指定の引数が省略されている。

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる。

実際には、 この省略符号は入力しない。

例 :
buildobjclient [-v] [-o name ] [-f 
file-list]...[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。
実際には、 この省略符号は入力しない。

表記法 適用
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1 Administration Console の拡張

このマニュアルでは、BEA WebLogic Server Administration Console を拡張する方

法について説明します。 Administration Console を拡張する と、 標準コンソール 
ページと一緒に表示する独自のコンソール画面を作成できます。 以下の節では、

コンソールを拡張するための手順について説明します。

� 1-1 ページの 「Administration Console の拡張の概要」

� 1-2 ページの 「Administration Console 拡張のビジュアル要素」

� 1-4 ページの 「Administration Console 拡張の主要な作成手順」

� 1-5 ページの 「NavTreeExtension インタフェースの実装」

� 1-8 ページの 「ナビゲーシ ョ ン ツ リーの設定」

� 1-11 ページの 「コンソール画面 JSP の記述」

� 1-14 ページの 「Administration Console 拡張のローカライズ」

� 1-15 ページの 「Administration Console 拡張のパッケージ化」

� 1-18 ページの 「Administration Console 拡張のデプロイ」

Administration Console の拡張の概要

BEA WebLogic Server Administration Console は、 WebLogic Server ド メ インを管
理するためのブラウザ ベースのグラフ ィカル ユーザ インタフェースです。
Administration Console の詳細については、 『Administration Console オンラ イン  
ヘルプ』 の 「Administration Console について」 を参照して ください。

Administration Console を拡張するには、 標準の Administration Console 画面と一

緒に表示する画面とナビゲーシ ョ ン要素を追加します。
Administration Console の拡張 1-1
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1 Administration Console の拡張
コンソール拡張は、 標準の Administration Console に組み込まれていない機能、
または既存の機能の代替インタフェースを提供します。 たとえば、 コンソール拡

張を使用する と、 以下のこ とができます。

� WebLogic Server にデプロイするアプ リ ケーシ ョ ンを独自に管理する

� サードパーティ  システムを管理する

� カスタム セキュ リ テ ィ  プロバイダを管理する ( 詳細については、 「カスタム 
セキュ リ テ ィ  プロバイダ用のコンソール拡張の記述」 を参照 )

� WebLogic Server ド メ イン向けにカスタマイズしたモニタおよび管理画面を

作成する

Administration Console 拡張を作成するには、 Java プログラ ミ ング、 JavaServer 
Pages (JSP)、 HTML、 および WebLogic Server Mbean に関する中級レベルの知識

が必要です。 Mbean は、 WebLogic Server ド メ インのシステム管理に使用する  
Java オブジェ ク ト です。 WebLogic MBean と  WebLogic Server システム管理イン

フラス ト ラ クチャの詳細については、 『管理者ガイ ド』 の 「システム管理のイン

フラス ト ラ クチャ」 を参照して ください。

Administration Console 拡張のサンプル コードは、 BEA dev2dev Web サイ ト から
入手できます。 Sample Administration Console Extension (WLS 7.0) をク リ ッ ク し、
ConsoleExtensionExample.zip ファ イルをダウンロード して ください。 独自の

コンソール拡張を作成するには、 このサンプルのファ イルが必要です。

Administration Console 拡張のビジュアル要素

Administration Console 拡張には、 以下のビジュアル要素を組み込むこ とができ

ます (図 1-1 を参照 )。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リー。 ナビゲーシ ョ ン  ツ リーは、 コンソールのダイアロ

グ画面間を移動するための Java アプレ ッ ト です。

� ノード。 ノードは、 ナビゲーシ ョ ン ツ リーのブランチです。 ノードは別の

ノードを含むか、 または Administration Console の右ペインに表示されるダ

イアログ画面を呼び出すこ とができます。 コンソール拡張では、 ナビゲー

シ ョ ン ツ リーに 1 つまたは複数のノードを追加できます。
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Administration Console の拡張の概要
� タブ付きダイアログ。 最大 2 レベルのタブ付きダイアログを作成できます。

コンソール拡張画面はダイアログの一部です。

� ダイアログ画面。 ダイアログ画面は、 タブ付きダイアログの 1 つを選択する

と表示されます。 ダイアログ画面には、 コンソール拡張の機能が表示されま

す。

図 1-1   Administration Console のビジュアル要素

コンソール拡張のプログラマティ ック要素

コンソール拡張を作成するには、 以下のプログラマティ ッ ク要素を作成します。

� この節で説明する要素、 および拡張コンソール画面を実装するために必要な  
Java ク ラスまたは JSP タグ  ライブラ リ を収めた Web アプリ ケーシ ョ ン。 
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1 Administration Console の拡張
� コンソール拡張へのリ ンクが表示される  Administration Console ナビゲー
シ ョ ン ツ リー内の新しいノードを定義する  Java ク ラス。 このク ラスは、 コ

ンソール拡張に必要な機能の初期化にも使用できます。 このク ラスは、

WebLogic API の一部であるインタフェースを実装します。 このク ラスは、

特別なコンテキス ト  パラ メータを使用して Web アプリ ケーシ ョ ンに登録し

ます。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リー内の新しいノードの動作を定義し、 新しいノードの下

に表示される子ノードを  ( 任意に ) 定義する  JavaServer Page (JSP)。 ノード

を右ク リ ッ ク した と きに表示される メニュー オプシ ョ ンも定義できます。

� コンソール ダイアログ画面を定義する  1 つまたは複数の JSP。 標準の 
Administration Console 画面と類似のタブ付きインタフェースを作成するため

の JSP タグ ラ イブラ リが用意されています。 標準のコンソール ページと同

じルッ ク  アンド  フ ィールの画面を作成するための標準 HTML スタイル シー
ト を利用できます。

� ( 省略可能 ) コンソール拡張に表示されるテキス ト と ラベルの文字列を参照す

るためのローカライゼーシ ョ ン カタログ。 ローカラ イゼーシ ョ ン カタログ
は XML を使用して作成します。

Administration Console 拡張の主要な作成
手順

Administration Console 拡張を作成するには、 次の手順が必要です。

1. Administration Console 拡張を定義する  Java ク ラスを作成します。 このク ラス

では、 コンソール拡張をナビゲーシ ョ ン  ツ リー内のどこに表示するかを定義

し、 拡張で必要と される追加機能を定義します。 1-5 ページの
「NavTreeExtension インタフェースの実装」 を参照して ください。 

2. ナビゲーシ ョ ン ツ リーの動作を定義します。 この手順では、 手順 1 で定義し

たノードの下に表示する複数のノードを定義できます。 また、 右ク リ ッ ク  メ
ニューとアクシ ョ ンを定義できます。 1-8 ページの 「ナビゲーシ ョ ン  ツ リー

の設定」 を参照して ください。
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Administration Console 拡張の主要な作成手順
3. コンソール拡張画面に表示する  JSP を記述します。 ローカライゼーシ ョ ン  カ
タログ内の文字列を参照するこ とによって、 ローカライズされたテキス ト を

使用できます。 標準のタグ  ライブラ リ を使用する と、 標準の Administration 
Console と同じよ う なタブ付きダイアログ画面を作成し、 ローカライゼー

シ ョ ン カタログにアクセスできます。 1-11 ページの 「コンソール画面 JSP 
の記述」 を参照して ください。 

4. JSP、 カタログ、 および Java ク ラスを Web アプリ ケーシ ョ ン と してパッケー

ジ化します。 1-15 ページの 「Administration Console 拡張のパッケージ化」

を参照して ください。

5. コンソール拡張が収められた Web アプリ ケーシ ョ ンを対象 WebLogic Server 
ド メ インの管理サーバにデプロイ します。 1-18 ページの 「Administration 
Console 拡張のデプロイ」 を参照して ください。

NavTreeExtension インタフェースの実装

コンソール拡張を定義するには、

weblogic.management.console.extensibility.Extension を拡張し、

weblogic.management.console.extensibility.NavTreeExtension を実装す
る  Java ク ラスを記述します。 この  Java ク ラスのサンプルについては、 1-19 ペー
ジの 「NavTreeExtension インタフェースを実装するためのサンプル Java ク ラス」
を参照して ください。

注意 : カスタム セキュ リ テ ィ  プロバイダのコンソール拡張を作成する場合は、

weblogic.management.console.extensibility.NavTreeExtension 
インタフェースではな く、 
weblogic.management.console.extensibility.SecurityExtension 
インタフェースを実装します (詳細については、「カスタム セキュ リ テ ィ  
プロバイダ用のコンソール拡張の記述」 を参照 )。

Java ク ラスを記述するには、 次の手順に従います。

1. コンソール拡張をナビゲーシ ョ ン ツ リーのどこに ( どのノードの下に ) 表示
するかを決定します。 コンソールの各ノードは MBean オブジェク ト に関連付
けられます。 この手順を使用してこれらの MBean オブジェ ク トの 1 つにコン
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1 Administration Console の拡張
ソール拡張を関連付ける こ とによって、 そのコンソール拡張はいずれかの既

存ノードの下に新ノード と して表示されます （MBean は WebLogic Server ド
メ インのコンフ ィグレーシ ョ ンに使用する  Java オブジェク ト ）。

コンソール拡張を表すノードをどこに配置するかは、 そのコンソール拡張の

機能によって決める必要があ り ます。 たとえば、 コンソール拡張がド メ イン

の WebLogic Server インスタンスに関連している場合、 そのコンソール拡張

を  ServerMBean (weblogic.management.configuration.ServerMBean) に
関連付けて、 そのコンソール拡張ノードを  [ サーバ ] ノードに配置します。

コンソール拡張は、 ノードの下に表示されるコンフ ィ グレーシ ョ ン済みオブ

ジェク ト の各インスタンスの下に表示されます。 たとえば、 [ サーバ ] ノード  
(ServerMBean) を選択した場合、 コンソール拡張はド メ イン内の各コンフ ィ

グレーシ ョ ン済みサーバの下に表示されます。 MBean のリ ス トについては、

weblogic.management.congfiguration パッケージの Javadoc を参照して

ください。

コンソール拡張をナビゲーシ ョ ン  ツ リーの最上位 ( ド メ イン ) レベルに表示
させる場合、 その拡張を  DomainMBean 
(weblogic.management.configuration.DomainMBean) に関連付けます。
コンソールにはド メ インの 1 つのインスタンスしか表示されないので、 コン

ソール拡張は一度しか表示されません。 

2. コンソール拡張に関連付けられる  MBean ク ラスの import 文を追加します。

コンソール拡張にアクセスするためのナビゲーシ ョ ン  ツ リーは、 この 
MBean のノードの子と して表示されます。 次に例を示します。

import weblogic.management.configuration.DomainMBean.

3. 次の import 文を追加します。

import weblogic.management.console.extensibility.
NavTreeExtension;

4. コンソール拡張の機能で必要となる場合、 次の import 文を追加できます。

import weblogic.management.console.extensibility.Catalog;
import weblogic.management.console.extensibility.Extension;
import javax.servlet.jsp.PageContext;

5. このク ラスのク ラス名を宣言します。 次に例を示します。

final public class ExampleConsoleExtension extends Extension 
implements NavTreeExtension 

6. パブリ ッ ク  コンス ト ラ クタを引数なしで追加します。 次に例を示します。
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public ExampleConsoleExtension() {}

7. getNavExtensionFor() メ ソ ッ ドを定義します。 Administration Console は自
身を初期化する と きにこのメ ソ ッ ドを呼び出し、 ナビゲーシ ョ ン  ツ リーの各

ノードを作成する と きに関連する  MBean の名前を  Object 引数と して渡しま

す。 

このメ ソ ッ ドでは、 Object 引数がコンソール拡張を表示する ノードに関連

付けられる  MBean のインスタンスであるかど うかをテス ト します。 Object 
がこの MBean のインスタンスである場合、 このメ ソ ッ ドはナビゲーシ ョ ン  
ツ リー内のノードの動作を定義する  JSP ページの URL を返します。 それ以

外の場合、 null を返します。 次に例を示します。

public String getNavExtensionFor(Object key) 
{

if (key instanceof DomainMBean) {
System.out.println(

"\nFound an instance of the DomainMbean\n");
return "domain_navlink.jsp";

}
return null;

}

上記の例では、 Administration Console は DomainMBean のノードを作成する

と きにこのメ ソ ッ ドを実行し、 ド メ インの名前を  Object 引数と して渡しま

す。 Object は DomainMBean のインスタンスであるため、 このメ ソ ッ ドは 
URL domain_navlink.jsp を返します。

注意 : カスタム セキュ リ テ ィ  プロバイダのコンソール拡張を作成する場合

は、 getNavExtensionFor() メ ソ ッ ドを定義しないでください。 代わ
りに、 「SecurityExtension インタフェースの使用によるカスタム  セ
キュ リテ ィ  プロバイダ関連の Administration Console ダイアログ画面
の置き換え」 で説明されている メ ソ ッ ドのいずれかを定義します。 詳

細については、 SecurityExtension インタフェースの Javadoc を参照し

て ください。

System.out.println 文は省略可能で、 メ ッセージを標準出力に表示する場

合にのみ使用します。

8. 場合によっては、 weblogic.managment.console.extensions.Extension 
ク ラスのメ ソ ッ ドを呼び出してコンソール拡張の機能を実装する必要があ り

ます。 必要な使い方については、 このマニュアルの範囲を超えています。 詳
細については、 weblogic.management.console.extensibility パッケー

ジの Javadoc を参照して ください。 
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9. ク ラスをコンパイルして、 コンソール拡張が格納されている  Web アプリ

ケーシ ョ ンの WEB-INF/classes ディ レク ト リにそのク ラスを表示します。

ク ラスをコンパイルするには、 開発環境を設定して WebLogic Server ク ラス
を組み込みます。 詳細については、 「開発環境の構築」 を参照して ください。

ナビゲーション ツリーの設定

1-5 ページの 「NavTreeExtension インタフェースの実装」 で説明したとおりに記

述した Java ク ラスの getNavExtensionFor() メ ソ ッ ドは、 ナビゲーシ ョ ン  ツ
リーに表示される各コンソール拡張に対応する  URL を返します。 この URL は、
このノードの動作を定義する  JSP を指し示します。 この JSP では、以下のものを
定義します。

� ノードの子と して表示されるサブノード。

� ノードのラベルの左側に表示されるアイコン。

� 右ク リ ッ ク  メニュー。 メニューのアイテムはコンソールに表示される  URL 
を呼び出すこ とができます。 また、 右ク リ ッ ク  メニューに表示される区切 り

線 ( メニュー リ ス ト内の水平線 ) を定義できます。

ナビゲーシ ョ ン ツ リー ノードを定義する  JSP を定義するには、 次の手順に従い

ます。 

1. getNavExtensionFor() メ ソ ッ ドから返される  URL と一致する名前で新し

い JSP ファ イルを作成します (domain_navlink.jsp など )。

2. 作成した JSP ファ イルを、 コンソール拡張が収められている  Web アプリ

ケーシ ョ ンの最上位ディ レク ト リに保存します。

3. 次の taglib 文を追加します。

<%@ taglib uri='console_extension_taglib.tld' prefix='wl' %>

4. ( 省略可能 ) この JSP のオブジェ ク ト にアクセスする必要がある場合、 次の 
JSP タグを追加します。

<wl:extensibility-key 
id='domainKey'
class='MyObjectClass' />

MyObjectClass は、 アクセスするオブジェク ト の Java ク ラス名です。
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詳細については、 2-8 ページの 「<wl:extensibility-key> タグ」 を参照して く

ださい。

5. 1 つまたは複数の <wl:node> タグを追加します。 これらのタグでは、 ナビ

ゲーシ ョ ン ツ リーに表示される ノードを記述します。 <wl:node> タグをネス
ト して子ノードを作成できます。 <wl:node> タグの url、 label、 labelId、

icon、 expanded、 target、 および font 属性を使用する と、 このノードの外

観と機能を定義できます。 これらの属性の詳細については、 2-2 ページの
「<wl:node> タグ」 を参照して ください。

label 属性では、 タブの表示名を定義します。 この名前をローカライズする場

合、 labelId 属性を使用してローカライゼーシ ョ ン  ライブラ リ内でこの名前
を参照します。 ローカラ イゼーシ ョ ンの詳細については、 3-1 ページの 「コ

ンソール拡張でのローカライゼーシ ョ ンの使い方」 を参照して ください。 

icon 属性はイ メージ ファ イルを指し示し、 そのイ メージをナビゲーシ ョ ン  
ツ リー内のこのノードのアイコンと して表示します。 アイ コンと して使用す
るイ メージは、 extension_files/images ディ レク ト リ内のサンプル アプ
リ ケーシ ョ ンに用意されています ( 「Administration Console 拡張のパッケー

ジ化」 の手順 1. を参照 )。

次に例を示します。

<wl:node 
label='<%="My Console Extension"%>' 
icon='/images/folder.gif'
expanded='true'>

<wl:node 
label='Nested Tabs' 
icon='/images/bullet.gif'
url='/dialog_domain_example.jsp'>

</wl:node>

<wl:node label='Localization Examples'
icon='/images/bullet.gif'>

</wl:node>

</wl:node>

上のコードによって、 図 1-2 に示すナビゲーシ ョ ン  ツ リー ノードが作成さ

れます。
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図 1-2   ナビゲーション ツリー ノード

6. ( 省略可能 ) 1 つまたは複数の <wl:menu> タグを追加して、 右ク リ ッ ク  メ
ニュー オプシ ョ ンを作成します。 <wl:menu> タグの属性は、 label、

labelId、 url、 および target です。 詳細については、 2-4 ページの
「<wl:menu> および <wl:menu-separator> タグ」 を参照して ください。 たとえ

ば、 前の手順の例で定義した  Localization Examples ノードに <wl:menu> タ
グを追加するには、 次のコードを使用します。

...

<wl:node 
label='Localization Examples'
icon='/images/bullet.gif'>
<wl:menu 

label='BEA Product Documentation' 
url='http://e-docs.bea.com/index.html' 
target='_blank'/>

<wl:menu-separator/>1

<wl:menu 
label='BEA home' 
url='http://www.bea.com' 
target='_blank'/>

</wl:node>

...

上のコードによって、 図 1-3 に示す右ク リ ッ ク  メニューが作成されます。
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図 1-3   ナビゲーション ノード と右クリ ック メニュー

コンソール画面 JSP の記述

コンソール拡張によって生成される実際のダイアログ画面は、 ユーザがナビゲー
シ ョ ン ツ リー内のコンソール拡張のノードをク リ ッ ク したと きに Administration 
Console の右ペインに表示されます。 これらの画面を作成するには、 付属の JSP 
タグ ライブラ リ を使用して JSP を記述します。 タグ ライブラ リの リ ファレンス

情報については、 2-1 ページの 「コンソール拡張タグ  ラ イブラ リの使い方」 を参
照して ください。 表示される  JSP は、 「ナビゲーシ ョ ン  ツ リーの設定」 で作成し

た JSP の <wl:node> タグの url 属性によって決定されます。 

ダイアログ画面は、 <wl:tab> JSP タグで定義する  1 つまたは複数のタブ付きダ

イアログを使用して作成します。 これらのタブにはサブ タブをネス トできます

が、 ネス トは 1 レベルしかできません。 各タブには、 テキス ト  ラベルを明示的
に指定するか、 またはローカライゼーシ ョ ン カタログ内でそのタブのローカラ
イズされたラベルを参照するためのラベル ID を指定できます。 

各タブ (<wl:tab>...</wl:tab> タグ ) の中では、 JSP および HTML コードを使

用してコンソール拡張の機能を作成できます。 これらの中に表示されるテキス ト

も、 ローカラ イゼーシ ョ ン  カタログを参照するこ とによってローカラ イズでき

ます。 ローカライゼーシ ョ ン ( コンソール拡張を複数の言語で表示する機能 ) の
使い方については、 3-1 ページの 「コンソール拡張でのローカラ イゼーシ ョ ンの

使い方」 を参照して ください。
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注意 : コンソール拡張のユーザ インタフェースを作成する際には、 さ まざまな

プログラ ミ ング テクニッ クを使用できます。 これらのテクニッ クについ

ては、 このマニュアルの範囲を超えています。 詳細については、 以下を

参照して ください。

� 『WebLogic JSP プログラマーズ ガイ ド』

� 『WebLogic JMX Service プログラマーズ ガイ ド』

次に、 コンソール拡張画面を表示する基本的な JSP を作成する手順を示します。

1. この画面を呼び出す <wl:node> タグの url 属性で指定した URL と一致する  
JSP ファ イルを新し く作成します (domain_dialog.jsp など )。

2. 作成した JSP ファ イルを、 コンソール拡張が収められている  Web アプリ

ケーシ ョ ンの最上位ディ レク ト リに保存します。

3. この JSP ファ イルの最上位に次の  taglib 文を挿入します。

<%@ taglib uri='console_extension_taglib.tld' prefix='wl' %>

4. JSP ファ イルに HTML および JSP ブロ ッ クを挿入します。 コンソール拡張の

表示は、 HTML コードおよび HTML コードに変換される  JSP コードによっ

て定義されます。 このため、 表示コードを次の HTML タグ セッ トで囲みま
す。 

<html>
<head>
<wl:stylesheet/>

</head>
<body>

<div class=’content’>
<wl:dialog>

(Insert <wl:tab> statements here.)
</wl:dialog>

</div>
</body>

</html>

<head>...</head> ブロ ッ ク内の <wl:stylesheet/> タグは省略可能です。
このタグを組み込むと、 指定するテキス トのフォーマッ ト が標準 WebLogic 
Server Administration Console ページと一致します。
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5. JSP ファ イルに 1 つまたは複数の <wl:tab> タグを追加します ( これらのタ

グを  <wl:dialog>...</wl:dialog> タグの間に配置します )。 各 <wl:tab> 
タグでは、 Administration Console の右ペインに表示されるタブ付き画面を定

義します。 最上位タブの中には 1 つまたは複数のタブをネス トできますが、

サポート されるネス ト  レベルは 1 です。 

各 <wl:tab> タグに対しては、 name、 label、 および labelId 属性を定義で
きます。 各 <wl:tab> タグには終了タグ (</wl:tab>) が必要です。 これらの

属性の使い方については、 2-6 ページの 「<wl:tab> タグ」 を参照して くださ

い。 <wl:tab> ブロ ッ クの中には、 コンソール拡張ダイアログ画面の本体を表

示する  HTML および JSP コードを記述します。 また、 タブの表示ラベルを

ローカラ イズできます。 詳細については、 3-10 ページの 「タブ ラベルの
ローカラ イズ」 を参照して ください。

たとえば、 次のコードでは 2 つの最上位タブが作成され、 各タブには 2 つの
タブがネス ト されます。 これらのタブがコンソールでどのよ うに表示される

かについては、 図 1-4 を参照して ください。

<wl:tab name='TopLevelTabA' label='Top Level Tab A'>

<wl:tab name='NestedTabA1' label='Nested Tab A-1'>
(Insert your JSP and/or HTML code
for displaying your console extension here.)

</wl:tab>

<wl:tab name='NestedTabA2' label='Nested Tab A-2'>
(Insert your JSP and/or HTML code
for displaying your console extension here.)

</wl:tab>

</wl:tab>

<wl:tab name='TopLevelTabB' label='Top Level Tab B'>

<wl:tab name='NestedTabB1' label='Nested Tab B-1'>
(Insert your JSP and/or HTML code
for displaying your console extension here.)

</wl:tab>

<wl:tab name='NestedTabB2' label='Nested Tab B-2'>
(Insert your JSP and/or HTML code
for displaying your console extension here.)

</wl:tab>

</wl:tab>
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注意 : この手順は、 コンソール拡張を定義する基本的な JSP を作成するための

ものです。 ローカライゼーシ ョ ンなどの他の機能を実現するタグも存在
しますが、 こ こでは示しません。 これらのタグについては、 別の節で説

明します。

図 1-4   ネスト されたタブ

Administration Console 拡張のローカライズ

前節の手順では、 コンソール拡張を複数の言語で表示するためのローカライゼー

シ ョ ンについては説明しませんでした。 コンソール拡張をローカラ イズする手順
には、 特別な JSP タグの使用、 ローカライゼーシ ョ ン  カタログの記述、 すべて
のローカラ イゼーシ ョ ン カタログを表示する  index.xml ファ イルの記述などが
含まれます。 記述した index.xml ファ イルとカタログ ファ イルは、 コンソール

拡張を定義する  Web アプリ ケーシ ョ ンにパッケージ化します (1-15 ページの
「Administration Console 拡張のパッケージ化」 を参照 )。 

ローカライゼーシ ョ ンの詳細については、 3-1 ページの 「コンソール拡張での

ローカライゼーシ ョ ンの使い方」 を参照して ください。 
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Administration Console 拡張のパッケージ化

コンソール拡張の JSP と  Java ク ラスは、 J2EE Web アプリ ケーシ ョ ン と してパッ

ケージ化して WebLogic Server ド メ インの管理サーバにデプロイ します。 

コンソール拡張をパッケージ化するには、 次の手順に従います。

1. BEA dev2dev Web サイ トから  Sample Administration Console Extension をダウ
ンロード します。 Sample Administration Console Extension (WLS 7.0) をク リ ッ
ク し、 ConsoleExtensionExample.zip ファ イルをダウンロード して くださ

い。 独自のコンソール拡張を作成するには、 このサンプルのファ イルが必要

です。

2. ConsoleExtensionExample.zip ファ イルをハード  ディ スク上の一時ディ レ

ク ト リに解凍します。 このアーカイブの extension_files ディ レク ト リに

は、 コンソール拡張に必要な以下のファ イルが存在します。

� console_extension_taglib.tld 

� images/folder.gif

( ナビゲーシ ョ ン ツ リーでこれらのアイコンを使用する場合にのみ必要 )

� images/bullet.gif

( ナビゲーシ ョ ン ツ リーでこれらのアイコンを使用する場合にのみ必要 )

� deployment_descriptor_templates/web.xml

( コンソール拡張用に修正可能なテンプレー ト )

� deployment_descriptor_templates/weblogic.xml

( コンソール拡張用に修正可能なテンプレー ト )

上記のファ イルを、 このコンソール拡張パッケージ化手順で示す場所にコ
ピーします。 図 1-5 に、 これらのファ イルの Web アプリ ケーシ ョ ン内での格

納場所を示します。

3. Web アプリ ケーシ ョ ンの web.xml デプロイ メ ン ト記述子を記述します 
(ConsoleExtensionExample.zip ファ イルのテンプレー トから作成できます

)。 web.xml デプロイ メ ン ト記述子には、 コンソール拡張ク ラスの名前と  JSP 
タグ ライブラ リ を記述します。 デプロイ メ ン ト記述子の作成には、 テキス ト  
エディ タを使用するか、 または WebLogic Server 配布キッ ト の WebLogic 
Builder ツールを使用します。 詳細については、 『WebLogic Builder Online 
Help』 を参照して ください。
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web.xml デプロイ メン ト記述子には、 次の例に示す要素が定義されている必

要があ り ます。 「NavTreeExtension インタフェースの実装」 の手順 5. で作成
したク ラスの名前を  MyConsoleExtension に置き換えます。 完全なパッケー

ジ名を指定する必要があ り ます。

<!DOCTYPE web-app PUBLIC 
"-//Sun Microsystems, Inc.//DTD Web Application 2.3//EN"
"http://java.sun.com/dtd/web-app_2_3.dtd">

<web-app>
<display-name>

My Weblogic Console Example Extension
</display-name>
<context-param>
<param-name>weblogic.console.extension.class</param-name>
<param-value>MyConsoleExtension</param-value>

</context-param>

<taglib>
<taglib-uri>console_extension_taglib.jar</taglib-uri>
<taglib-location>

WEB-INF/console_extension_taglib.tld
</taglib-location> 

</taglib>

</web-app>

また、 コンソール拡張で必要と される他の要素を追加できます。

4. weblogic.xml デプロイ メン ト記述子を記述します 
(ConsoleExtensionExample.zip ファ イルのテンプレートから作成できます

)。 weblogic.xml 記述子には、 コンソール拡張が  Administration Console 全
体と同じセキュ リ テ ィ  コンテキス ト を共有するためのエン ト リ を挿入しま

す。 デプロイ メ ン ト記述子の作成には、 テキス ト  エディ タを使用するか、 ま

たは WebLogic Server 配布キッ トの WebLogic Builder ツールを使用します。 
詳細については、 『WebLogic Builder Online Help』 を参照して ください。

weblogic.xml デプロイ メン ト記述子には、 次の例に示す要素を挿入する必

要があ り ます。

<!DOCTYPE weblogic-web-app PUBLIC "-//BEA
Systems, Inc.//DTD Web Application 7.0//EN"
"http://www.bea.com/servers/wls700/dtd/weblogic700-web-jar.dtd"
>

<weblogic-web-app>

   <session-descriptor>
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     <session-param>
       <param-name>CookieName</param-name>
       <param-value>ADMINCONSOLESESSION</param-value>
     </session-param>
   </session-descriptor>

</weblogic-web-app>

また、 コンソール拡張で必要と される他の要素を追加できます。

5. console_extension_taglib.tld ファ イルをサンプル アプリ ケーシ ョ ン (
「Administration Console 拡張のパッケージ化」 の手順 2. を参照 ) からコン
ソール拡張 Web アプリ ケーシ ョ ンの WEB-INF ディ レク ト リにコピーします。

6. 以下のディ レク ト リ構造例に示すとおり、 コンソール拡張のコンポーネン ト  
( 手順 1 および 2 で作成した web.xml および weblogic.xml デプロイ メ ン ト

記述子を含む ) を配置し、 コンソール拡張に必要な JSP、 HTML、 タグ  ラ イ
ブラ リ記述子、 Java ク ラス、 またはイ メージ ファ イルを所定の場所に追加し

ます。

図 1-5   コンソール拡張のサンプル ディ レク ト リ  レイアウト

+---MyConsoleExtensionWebApp
|   |   dialog_domain_example.jsp
|   |   dialog_example.jsp
|   |   domain_navlink.jsp
|   |   server_navlink.jsp
| | *.html, *.jsp
|   |
|   +---images
|   |       bullet.gif
|   |       smiley.gif
|   | *.gif, *.jpg
|   |
|   \---WEB-INF
|       | console_extension_taglib.tld
| | *.tld
|       |  web.xml
|       |
|       +---catalogs
|       |       english.xml
|       |       german.xml
|       |       index.xml;
|       |       japanese.xml
|       |
|       \---classes
| MyConsoleExtension.class
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7. アプリ ケーシ ョ ンを .war アーカイブと してパッケージ化します。 たとえば、

図 1-5 に示すディ レク ト リ  レイアウ ト を使用して、

MyConsoleExtensionWebApp ディ レ ク ト リにスイ ッチして次のコマンドを使

用します。

jar cvf MyConsoleExtension.war .

Web アプ リ ケーシ ョ ンは、 .war アーカイブ ファ イルを使用せずに展開ディ

レク ト リ形式でデプロイできます。 展開形式によるデプロイ メ ン トは、 コン

ソール拡張の開発時に便利です。 「Administration Console 拡張のデプロイ」
を参照して ください。

Administration Console 拡張のデプロイ

コンソール拡張が収められた  Web アプ リ ケーシ ョ ンを作成したら、 その Web ア
プ リ ケーシ ョ ンを対象 WebLogic Server ド メ インの管理サーバにデプロイ しま
す。 Web アプリ ケーシ ョ ンのデプロイについては、 『WebLogic Server アプリ ケー

シ ョ ンの開発』 の 「WebLogic Server デプロイ メ ン ト 」 を参照して ください。

コンソール拡張を有効にするには、 Web アプリ ケーシ ョ ンをデプロイした後に

管理サーバを再起動する必要があ り ます。 ナビゲーシ ョ ン ツ リー ノードを定義

する  JSP を修正した場合、 管理サーバを再起動してその変更をナビゲーシ ョ ン 
ツ リーに反映させる必要があ り ます。 

Administration Console の再起動後、 ダイアログ画面を定義する  JSP を変更した
場合、 Web アプリ ケーシ ョ ンを再デプロイしてその変更を反映させます。 Web 
アプリ ケーシ ョ ンを再デプロイするには、 Administration Console を使用します。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 [ デプロイ メ ン ト｜Web アプ リ ケーシ ョ ン ] を選
択します。

2. コンソール拡張の名前を選択します。

3. [ デプロイ ] タブをク リ ッ ク します。

4. [再デプロイ ] ボタンをク リ ッ ク します。
1-18 Administration Console の拡張

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/programming/deploying.html


NavTreeExtension インタ フ ェースを実装するためのサンプル Java クラス
NavTreeExtension インタフェースを実装
するためのサンプル Java クラス

package weblogic.management.console.extensibility.example;

import javax.servlet.jsp.PageContext;
import weblogic.management.configuration.DomainMBean;
import weblogic.management.console.extensibility.Catalog;
import weblogic.management.console.extensibility.Extension;
import weblogic.management.console.extensibility.NavTreeExtension;

/**
 * <p>コンソール拡張のサンプル実装 </p>
 */
final public class ExampleConsoleExtension extends Extension 
implements NavTreeExtension {

  // コンストラクタ

  /**
   * 引数を取らないパブリック コンストラクタが必要
   */
  public ExampleConsoleExtension() {}

  // =============================================================
  // NavTreeExtension 実装

  public String getNavExtensionFor(Object key) 
  {
      if (key instanceof DomainMBean) {
          System.out.println("==\n== Found instance of 
DomainMbean\n==");
          return "domain_navlink.jsp";
      }
          return null;
  }
    
  // =============================================================
  // オプションの拡張メソッド

   /**
   * <p>この例では特別な初期化作業は必要ない
   * このため、このメソッドはメッセージを送信して
   * コンソールが拡張を見つけたことを知らせる </p> 
   * <p>このメソッドを使用すると、コンソール拡張で必要な
   * 初期化を実行できる </p> 
   */
  public void initialize() 
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  {
    System.out.println("==\n== Example Extension for Domain 
Initialized!\n==");
  }

  /**
   * <p>ローカライゼーション カタログを参照することによって
   * 拡張の名前を返す </p> 
   */
  public String getName(PageContext context)
  {
    return Catalog.Factory.getCatalog(context).
      getText("example.extension.name");
  }

  /**
   * <p>この拡張の簡単な説明を記述する </p>
   */
  public String getDescription(PageContext context)
  {
    return Catalog.Factory.getCatalog(context).
      getText("example.extension.description");
  }
}
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2 コンソール拡張タグ ライブラリの
使い方

以下の節では、 コンソール拡張タグの属性について説明し、 各属性の使用例を示

します。

� 2-2 ページの 「コンソール拡張 JSP タグ ライブラ リの概要」

� 2-2 ページの 「タグ  ライブラ リ属性のリ ファレンス」

� 2-2 ページの 「<wl:node> タグ」

� 2-4 ページの 「<wl:menu> および <wl:menu-separator> タグ」

� 2-6 ページの 「<wl:tab> タグ」

� 2-7 ページの 「<wl:dialog> タグ」

� 2-8 ページの 「<wl:stylesheet> タグ」

� 2-8 ページの 「<wl:extensibility-key> タグ」

� 2-9 ページの 「<wl:text> タグ」

� 2-10 ページの 「コンソール拡張でのタグ  ライブラ リの使い方」
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2 コンソール拡張タグ ライブラリの使い方
コンソール拡張 JSP タグ ライブラリの概要

WebLogic Server 配布キッ トには、 コンソール拡張を作成する と きに使用できる  
JSP タグ ラ イブラ リが用意されています。 タグ  ラ イブラ リ を使用する と、 以下
のこ と を行う こ とができます。

� Administration Console ナビゲーシ ョ ン ツ リーに新しいノードを作成する

� Administration Console ナビゲーシ ョ ン ツ リー内のノード用の右ク リ ッ ク  オ
プシ ョ ンを作成する

� コンソール拡張を表示するためのタブ付きインタフェースを作成する

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーと コンソール拡張ツ リーに表示されるテキス ト をロー
カライズする （テキス ト を別の言語で表現する）

タグ ライブラリ属性のリファレンス

以下の節では、 コンソール拡張タグ  ライブラ リの各タグの使い方について説明
します。

<wl:node> タグ

<wl:node> タグは、 Administration Console のナビゲーシ ョ ン  ツ リーに新しい
ノードを作成するために使用します。 

次に、 <wl:node> タグの使用例を示します。

コード  リスト  2-1   <wl:node> タグの使用例

<wl:node 
label='<%="My Console Extension"%>' 
icon='/images/smiley.gif'
expanded='true'>
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タグ ライブラ リ属性のリ フ ァレンス
<wl:node 
label='My 1st nested node' 
icon='/images/bullet.gif'
url='/dialog_domain_example.jsp'>

</wl:node>

<wl:node label='My 2nd nested node'
icon='/images/bullet.gif'>

</wl:node>

</wl:node>

表 2-1  <wl:node> タグの属性

属性 説明

icon ナビゲーシ ョ ン  ツ リーに表示される このノードのイ メー

ジ フ ァ イル （.gif または .jpg） の URL。 

URL は、 絶対 URL
（http://somesite.com/images/myIcon.gif など）

か、 またはコンソール拡張が収められている  Web アプリ

ケーシ ョ ンを起点とする相対 URL
（/images/myIcon.gif など）。

label このノード用に表示するテキス ト  ラベル。 labelId 属
性を定義する場合、 この属性は使用しないこ と。

labelId このノードのローカラ イズされたテキス ト  ラベルのカタ

ログ ID。 label 属性を定義する場合、 この属性は使用し

ないこ と。

url ユーザがこのノードをク リ ッ ク したと きに 
Administration Console に表示されるページの URL。 

URL は、 絶対 URL
（http://somesite.com/myPage.jsp など） か、 また

はコンソール拡張が収められている  Web アプリ ケーシ ョ

ンを起点とする相対 URL。
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<wl:menu> および <wl:menu-separator> タグ

<wl:menu> は、 <wl:node> タグで定義したナビゲーシ ョ ン  ツ リー内のノードを
右ク リ ッ ク してアクセスする メニューとアクシ ョ ンを作成するために使用しま

す。 <wl:menu-separator> タグは、 右ク リ ッ ク  メニューに区切り線を挿入する

ために使用します。

コード  リスト  2-2   <wl:menu> および <wl:menu-separator> タグの使用例

...

<wl:node 
label='My 2nd nested node'
icon='/images/bullet.gif'>
<wl:menu 

label='BEA Product Documentation' 
url='http://e-docs.bea.com/index.html' 
target='_blank'/>

target url 属性で指定した URL を表示するブラウザ フレーム
の名前。 この属性を指定しない場合、 URL は 
Administration Console の右ペインに表示される。 任意の
名前を選択するか、 または以下のキーワードの 1 つを使
用できる。

� _top  - コンソールが表示されているブラウザ ウ ィ
ン ド ウに、 そのコンソールに代わって URL を表示す
る

� _blank - url 属性で指定されたページを新しいブラ
ウザ ウ ィ ン ド ウに表示する  

expanded true または false に設定する。 true に設定した場合、
ノードが展開された状態で表示される （すべての子ノー

ドが表示される）。

デフォルトは false。

font ノードのテキス ト  ラベルを表示するために使用するフォ
ン ト 。 使用可能なフォン トはブラウザに依存する。

属性 説明
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タグ ライブラ リ属性のリ フ ァレンス
<wl:menu-separator/>

<wl:menu 
label='BEA home page' 
url='http://www.bea.com' 
target='_blank'/>

</wl:node>

...

上のコードによって、 ナビゲーシ ョ ン  ツ リー内の 「My 2nd Nested Node」 の下
に右ク リ ッ ク  メニューが作成されます。

表 2-2  <wl:menu> タグの属性

属性 説明

label このメニュー アイテム用に表示されるテキス ト  ラベル。
labelId 属性を定義する場合、 この属性は使用しないこ
と。

labelId このメニュー アイテムのローカラ イズされたテキス ト  
ラベルのカタログ  ID。 label 属性を定義する場合、 この
属性は使用しないこ と。

url コンソールに表示されるページの絶対 URL または Web 
アプ リケーシ ョ ン  ルートからの相対 URL。

target url 属性で指定した URL を表示するブラウザ フレーム
の名前。 この属性を指定しない場合、 URL は 
Administration Console の右ペインに表示される。 任意の
名前を選択するか、 または以下のキーワードの 1 つを使
用できる。

_top  - コンソールが表示されているブラウザ ウ ィン
ド ウに、 そのコンソールに代わって  URL を表示する

_blank - url 属性で指定されたページを新しいブラウザ 
ウ ィ ンド ウに表示する  
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<wl:menu-separator> タグには属性はあ り ません。

<wl:tab> タグ

<wl:tab> タグは、 コンソール拡張にタブ付きインタフェースを作成するために
使用します。 <wl:tab> タグを別の <wl:tab> タグの中にネス トする と、 ネス ト
されたタブ付き画面を作成できます。 サポート されるネス ト  レベルは 1 です。 

次に、 <wl:tab> タグの使用例を示します。

コード  リスト  2-3   <wl:tab> タグの使用例

<wl:tab name='TopLevelTabA' label='Top Level Tab A'>

<wl:tab name='NestedTabA1' label='Nested Tab A-1'>
(Insert your JSP and/or HTML code
for displaying your console extension here.)

</wl:tab>

<wl:tab name='NestedTabA2' label='Nested Tab A-2'>
(Insert your JSP and/or HTML code
for displaying your console extension here.)

</wl:tab>

</wl:tab>

<wl:tab name='TopLevelTabB' label='Top Level Tab B'>

<wl:tab name='NestedTabB1' label='Nested Tab B-1'>
(Insert your JSP and/or HTML code
for displaying your console extension here.)

</wl:tab>

<wl:tab name='NestedTabB2' label='Nested Tab B-2'>
(Insert your JSP and/or HTML code
for displaying your console extension here.)

</wl:tab>

</wl:tab>
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タグ ライブラ リ属性のリ フ ァレンス
表 2-3  <wl:tab> タグの属性

<wl:dialog> タグ

<wl:dialog> タグは、 タブ付きコンソール画面を定義する  JSP のセクシ ョ ンを
定義します。 <wl:tab> タグは、 <wl:dialog> ブロ ッ クの中に挿入する必要があ
り ます。

コード  リス ト  2-4   <wl:dialog> タグの使用例

...
<wl:dialog>

<wl:tab>
....(Insert code for tabbed dialog screen here.)

</wl:tab>

属性 説明

name タブの名前。 この名前の中にピ リオド （.） を使わない

こ と。 labelId 属性を指定しない場合、 コンソールは

ローカラ イゼーシ ョ ン  カタログから次の形式のエン ト リ

を検索する。

tab + name

たとえば、 name を  config に設定した場合、 コンソール

は ID tab.config を使用してカタログから ローカラ イ
ズ テキス ト を検索してタブのラベルを決定する。

label タブのタイ トルと して表示されるテキス ト 。 labelId 属
性を定義する場合、 この属性は定義しないこ と。 この属

性は、 ローカラ イゼーシ ョ ン カタ ログを使用しない場合
にのみ使用する。

labelId タブのローカラ イズ ラベルのカタログ ID （name 属性と

異なる場合）。 このテキス トは、 ローカラ イゼーシ ョ ン  
カタログ内で検索される。 label 属性を定義する場合、
この属性は定義しないこ と。
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</wl:dialog>
...

<wl:dialog> タグには属性はあ り ません。

<wl:stylesheet> タグ

<wl:stylesheet> タグを HTML <head> ブロ ッ クに挿入する と、 コンソール画
面に対して Administration Console と同じ表示スタイル （フォン トや色など） が

適用されます。

コード  リスト  2-5   <wl:stylesheet> タグの使用例

<html>
<head>
<wl:stylesheet/>

</head>
...

<wl:dialog> タグには属性はあ り ません。

<wl:extensibility-key> タグ

<wl:extensibility-key> タグは、 Java オブジェ ク ト を表すスク リプ ト変数を

作成します。 このタグは、 ナビゲーシ ョ ン ツ リーを定義する  JSP の中で使用で
きます。

注意 : <wl:extensibility-key> タグは、 コンソール ダイアログ画面を定義す
る  JSP の中では使用できません。
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コード  リス ト  2-6   <wl:extensibility-key> タグの使用例

<wl:extensibility-key 
id='domainKey' 
class='weblogic.management.configuration.DomainMBean' />

<%="Configuration Version is" + 
domainKey.getConfigurationVersion()%> 

<wl:text> タグ

<wl:text> タグは、 ローカラ イゼーシ ョ ン  カタログのテキス ト を表示するため
に使用します。 

コード  リス ト  2-7   <wl:text> タグの使用例

<wl:text textId='Text.3' textParamId='Param.1' />
<p>
<wl:text textId='Text.2' textParam="Blue"/>

表 2-4  <wl:text> タグの属性

属性 説明

id スク リプ ト変数の名前。

class スク リプ ト変数の Java ク ラス。

属性 説明

style （省略可能） テキス ト を表示するための HTML スタ イル 
ク ラ ス。 
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コンソール拡張でのタグ ライブラリの使い
方

コンソール拡張タグ  ライブラ リ を使用するには、 次の手順に従います。

1. 次のセクシ ョ ンを、 コンソール拡張が収められている  Web アプ リ ケーシ ョ ン
の web.xml デプロイ メン ト記述子に追加します。

<taglib>
<taglib-uri>console_extension_taglib.jar</taglib-uri>
<taglib-location>

WEB-INF/console_extension_taglib.tld
</taglib-location> 

</taglib>

2. console_extension_taglib.tld ファ イルを、 コンソール拡張が収められ
ている  Web アプリ ケーシ ョ ンの WEB-INF ディ レク ト リにコピーします。

text 表示する実際のテキス ト 。 textID 属性を定義する場合、
この属性は定義しないこ と。

textId 表示するローカラ イズ  テキス トのカタログ ID。 このテ

キス トは、 ローカラ イゼーシ ョ ン  カタログ内で検索され

る。 text 属性を定義する場合、 この属性は定義しない

こ と。

textParamId カタ ログから検索されたテキス ト内の文字列 {0} に置き
換わるテキス トのローカラ イゼーシ ョ ン  カタ ログ ID。
textParam 属性を定義する場合、 この属性は定義しない

こ と。

textParam カタ ログから検索されたテキス ト内の文字列 {0} に置き
換わる リテラル文字列。 textParamID 属性を定義する

場合、 この属性は定義しないこ と。

属性 説明
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3. コンソール拡張タグ  ライブラ リ を使用する各 JSP の先頭に次の taglib 文を挿
入します。

<%@ taglib uri='console_extension_taglib.jar' prefix='wl' %>
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3 コンソール拡張でのローカライ
ゼーションの使い方

以下の節では、 Administration Console 拡張で使用されるテキス ト をローカラ イ
ズする方法について説明します。

� 3-1 ページの 「コンソール拡張のローカラ イゼーシ ョ ンの概要」

� 3-3 ページの 「コンソール拡張のローカラ イゼーシ ョ ンの主要手順」

� 3-4 ページの 「ローカライゼーシ ョ ン  カタログの記述」

� 3-6 ページの 「index.xml ファ イルの記述」

� 3-9 ページの 「JSP でのローカライズ テキス ト の使い方」

コンソール拡張のローカライゼーションの

概要

Administration Console 拡張をローカラ イズする と、 コンソール拡張をさまざま
な言語で提供できます。 ローカライズしたテキス トは、 提供する言語ごとに作成
した特別なローカライゼーシ ョ ン カタログ ファ イルに格納します。 さ らに、 す
べてのカタログ  ファ イルのリ ス ト を index.xml とい う フ ァ イルに記述します。
作成した  index.xml ファ イルと カタログ ファ イルは、 コンソール拡張を定義す
る  Web アプリ ケーシ ョ ンにパッケージ化します （1-15 ページの 「Administration 
Console 拡張のパッケージ化」 を参照）。 

ローカラ イズ可能なコンソール拡張の部分は以下のとおりです。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーのノードのラベル

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの右ク リ ッ ク  メニュー オプシ ョ ンのラベル
Administration Console の拡張 3-1
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� コンソール画面のタブのラベル

� コンソール画面に表示するテキス ト

コンソールで使用するローカライゼーシ ョ

ン カタログの決定

コンソール アプリ ケーシ ョ ンは、 Administration Console で設定された言語プリ
ファレンス、 ユーザの Web ブラウザで指定された言語と国、 および index.xml 
ファ イルの設定値を使用して、 コンソールを表示するためのローカラ イゼーシ ョ
ン カタログを決定します。 index.xml ファ イル （3-6 ページの 「index.xml ファ
イルの記述」 を参照） では、 使用可能なすべてのローカライゼーシ ョ ン  カタロ
グの リ ス トが定義され、 それらのファ イルと言語プ リ ファレンス、 および 1 つま
たは複数のロケール設定が関連付けられます。 ロケール設定には、 国属性と言語
属性があ り ます。

コンソール アプリ ケーシ ョ ンは、 Administration Console の [ コンソール｜プリ
ファレンス ] 画面で設定された言語プリ ファレンスをチェ ッ ク します。 言語が指
定されている場合、コンソールは index.xml ファ イルの <catalog> 要素の name 
属性を参照して、 その言語に関連付けられているローカライゼーシ ョ ン  カタロ
グを見つけます。 

注意 : [ コンソール｜プリ ファレンス ] 画面で言語が明示的に指定されなかった
場合、 [言語 ] フ ィールドのデフォル トは英語です。 プ リ ファレンスが設
定されていない場合、 コンソールは index.xml ファ イルの <locale> 要
素を参照して、 ユーザの Web ブラウザの設定値と一致する国と言語を見
つけます。
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コンソール拡張のローカライゼーションの

主要手順

コンソール拡張のテキス ト をローカライズするには、 次の手順に従います。

1. 提供する言語ごとに  XML カタログ ファ イルを作成します。 これらの XML 
ファ イルには、 ローカラ イズされたテキス ト を参照するための ID 文字列を
記述します。 この ID 文字列は、 各言語カタログで同じです。 ID 文字列は、
カタログから検索され、 コンソールに表示されるテキス トのブロ ッ クを指し
示します。

手順の詳細については、 3-4 ページの 「ローカラ イゼーシ ョ ン カタログの記
述」 を参照して ください。

2. ローカラ イゼーシ ョ ン カタログの リ ス ト を記述した index.xml ファ イルを作
成します。 

手順の詳細については、 3-6 ページの 「index.xml ファ イルの記述」 を参照し
て ください。

3. コンソール拡張タグ  ライブラ リの JSP タグを使用して、 ローカライズしたテ
キス ト を表示します。 各 JSP タグには、 カタログ  ID を指定するための属性
が存在します。 詳細については、 3-9 ページの 「JSP でのローカラ イズ テキ
ス ト の使い方」 を参照して ください。

4. JSP、 カタログ、 および Java ク ラスを Web アプリ ケーシ ョ ン と してパッケー
ジ化します。 詳細については、 1-15 ページの 「Administration Console 拡張
のパッケージ化」 を参照して ください。

5. コンソール拡張が収められた Web アプリ ケーシ ョ ンを対象 WebLogic Server 
ド メ インの管理サーバにデプロイ します。 詳細については、 1-18 ページの
「Administration Console 拡張のデプロイ」 を参照して ください。
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ローカライゼーショ ン カタログの記述

ローカライゼーシ ョ ン  カタログは、 XML 表記法を使用して記述します。 XML 
エディ タまたは通常のテキス ト  エディ タを使用できます。 サンプル カタログに
ついては、 3-8 ページの 「サンプル ローカライゼーシ ョ ン カタログ」 を参照して
ください。

ローカライゼーシ ョ ン  カタログを記述するには、 次の手順に従います。

1. ローカライゼーシ ョ ン  カタログをプレーン テキス ト  ファ イルと して作成し、
コンソール拡張が格納されている  Web アプリ ケーシ ョ ンの 
WEB-INF/catalogs ディ レク ト リに保存します。 ローカラ イゼーシ ョ ン カタ
ログのファ イル名は、 そのカタログを定義する  index.xml （3-6 ページの
「index.xml ファ イルの記述」 を参照） の <catalog> 要素の file 属性と一致
している必要があ り ます。 

カタログ  ファ イルには、 以下の基本 XML 要素を記述する必要があ り ます。

<?xml version="1.0" ?>
<catalog>

(Insert your catalog data here.)

</catalog>

2. ローカライゼーシ ョ ン  テキス ト  エン ト リ を作成します。

� 1 つの単語または短い語句をローカライズするには、 3-5 ページの 「単一

の単語または語句のローカライズ」 を参照して ください。

� 長いテキス ト  ブロ ッ クをローカラ イズするには、 3-5 ページの 「長いテ

キス ト  ブロ ッ クのローカライズ」 を参照して ください。

3. WEB-INF/catalogs ディ レク ト リ内の index.xml ファ イルにこのカタログの
エン ト リ を作成します。 この手順については、 3-6 ページの 「index.xml ファ
イルの記述」 を参照して ください。
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単一の単語または語句のローカライズ

単一の単語または語句のローカライズ  テキス ト を作成するには、 次の手順に従
います。

1. <textlist> 要素を使用します。 <textlist> 要素の中には、 ローカライズ  テ
キス ト の複数のエン ト リ を名前 /値のペアと して次の形式で作成できます。

textid = localized text string

2. 次の XML を使用して、 ローカライズされたテキス トのすべてのエン ト リ を、
<textlist> 要素で囲みます。

<![CDATA[
...
]]>

次に例を示します。

<textlist>
<![CDATA[

example.mytext = This is localized text from the catalog.
example.title = Console Extensibility Example
example.tab.extra = Extra
example.tab.1 = Extension Catalog Text
example.tab.2 = Console Catalog Text
example.tab.3 = Programmatic
]]>
</textlist>

長いテキスト  ブロックのローカライズ

長い文字列のローカライズ  テキス ト を作成するには、 次の手順に従います。

1. <text> 要素の id 属性を使用して、 ローカラ イゼーシ ョ ン  カタログ  ID を指
定します。 次に例を示します。

<text id='example.error-message'>

2. <text> タグ と  </text> タグの間にローカライズ  テキス ト を挿入します。 こ
のテキス ト の中では HTML タグを使用できます。
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3. ローカライズ テキス ト を次の XML で囲みます。

<![CDATA[
...
]]>

次に例を示します。 

<text id='example.error-message'>
<![CDATA[
An <b>error</b> has occured.
<p> Please consult the documentation for more information. 
]]>
</text>

index.xml ファイルの記述

index.xml ファ イルは、 言語とカタログ  ファ イルにマップし、 ローカラ イズ テ
キス トの表示に関する詳細を提供します。

index.xml ファ イルを作成するには、 次の手順に従います。

1. index.xml ファ イルをプレーン  テキス ト  ファ イルと して作成し、 コンソー
ル拡張が格納されている  Web アプリ ケーシ ョ ンの WEB-INF/classes ディ レ
ク ト リに保存します。

カタログ  ファ イルには、 以下の基本 XML 要素を記述する必要があ り ます。

<?xml version="1.0" ?>
<index>

(Insert your catalog definitions here.)

</index>

2. 定義するカタログごとに <catalog> 要素を作成します。 この要素の中には、
以下の属性を定義します。
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index.xml フ ァ イルの記述
3. <catalog> 要素の中に 1 つまたは複数の <locale> サブ要素を作成します。
Administration Console アプリ ケーシ ョ ンは、 ユーザの Web ブラウザの設定
値と これらの属性を比較して、 どのカタログを使用するかを決定します。 詳
細については、 3-2 ページの 「コンソールで使用するローカライゼーシ ョ ン  
カタログの決定」 を参照して ください。 

属性 説明

name 言語の名前。 詳細については、 3-2 ページの 「コンソー

ルで使用するローカライゼーシ ョ ン  カタログの決定」
を参照。

file この言語用に使用するカタログ ファ イルのパス とファ イ
ル名。 index.xml ファ イルを起点とする相対パスを指定
する。 index.xml ファ イルは、 コンソール拡張が格納さ
れている  Web アプ リケーシ ョ ンの WEB-INF/catalogs 
ディレク ト リに存在する必要がある。

charset ローカラ イズ テキス ト を表示するための文字セッ トの名
前。 World Wide Web Consortium （W3C） によって定義
された標準文字セッ ト名を使用する。 

encoding ローカラ イズ テキス ト を表示するためのエンコーディン
グの名前。 World Wide Web Consortium （W3C） によっ
て定義されたエンコーディングを使用する。 

属性 説明

country 次の URL で指定されている国。
http://www.ics.uci.edu/pub/ietf/http/related/iso639.txt

language 次の URL で指定されている言語。
http://userpage.chemie.fu-berlin.de/diverse/doc/ISO_3166.h
tml
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4. コンソール拡張の言語カタログごとに <catalog> 要素と  <locale> 要素を作
成します。

サンプル ローカライゼーション カタログ

コード  リスト  3-1   english.xml

<?xml version="1.0" ?>

<catalog>

<text id='example.error-message'>
<![CDATA[
An <b>error</b> {0} has occured.
<p> Please consult the documentation for more information. 
]]>
</text>

<textlist>
<![CDATA[

example.mytext      = This is localized text from the catalog.
example.title         = Console Extensibility Example
example.copyright     = Copyright 2001 BEA Systems.
example.dialog        = This is an example dialog for the server 
named {0}.
example.tab.extra     = Extra
example.tab.1         = Extension Catalog Text
example.tab.2         = Console Catalog Text
example.tab.3         = Programmatic
example.tab.4         = Switch on the Fly
]]>
</textlist>
</catalog>
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JSP でのローカライズ テキストの使い方

以下の節では、 コンソール拡張のさまざまな要素をローカライズするための JSP 
コードについて説明します。

ナビゲーション ツリー ノードのローカライズ

ナビゲーシ ョ ン ツ リーのノードをローカラ イズするには、 <wl:node> タグの 
labelId 属性を使用します。 詳細については、 2-2 ページの 「<wl:node> タグ」
を参照して ください。

たとえば、 次のコードを記述する と、 ローカライゼーシ ョ ン  カタログから  
node1 とい う  ID で検索される ラベルを持つノードが作成されます。

<wl:node 
labelId='node1' 
icon='/images/bullet.gif'
url='/dialog_domain_example.jsp'>

</wl:node>

右クリ ック  メニューのローカライズ

右ク リ ッ ク  メニューをローカラ イズするには、 <wl:menu> タグの labelId 属性
を使用します。 詳細については、 2-4 ページの 「<wl:menu> および 
<wl:menu-separator> タグ」 を参照して ください。

たとえば、 次のコードを記述する と、 右ク リ ッ ク  メニュー付きのノードが作成
されます。 このメニュー アイテムのラベルは、 ローカライゼーシ ョ ン  カタログ
から  beaDocs と  beaHome とい う  ID で検索されます。

<wl:node 
label='My 2st nested node'
icon='/images/bullet.gif'>
<wl:menu 

labelId='beaDocs' 
url='http://e-docs.bea.com/index.html' 
target='_blank'/>
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<wl:menu-separator/>

<wl:menu 
labelId='beaHome' 
url='http://www.bea.com' 
target='_blank'/>

</wl:node>

タブ ラベルのローカライズ

タブ ダイアログのラベルをローカライズするには、<wl:tab> タグの labelId 属
性を使用します。 詳細については、 2-6 ページの 「<wl:tab> タグ」 を参照して く
ださい。

た とえば、 次のコードではタブのローカラ イズ ラベルが使用されます。 このラ
ベルは、 ローカライゼーシ ョ ン カタログから  tab.1 とい う  ID で検索されます。

<wl:tab name='LocalizedTextTab' labelId='tab.1'>
      The tab label for this tab comes from the catalog. 
</wl:tab>

labelId 属性を指定しない場合、 コンソールはローカラ イゼーシ ョ ン カタログ
から次の形式のエン ト リ を検索します。

tab + name

コンソール ダイアログのテキストのローカライズ

コンソール画面のテキス ト をローカラ イズするには、 以下の 2 つの節で説明する
よ うに、 <wl:text> タグの textId および textParamId 属性を使用します。 こ
のタグの詳細については、 2-9 ページの 「<wl:text> タグ」 を参照して ください。

テキストのローカライズ

テキス ト をローカライズするには、 <wl:text> タグの textId 属性を使用して
ローカライゼーシ ョ ン  カタログからテキス ト を検索します。 たとえば、 次の
コードでは、 ローカラ イゼーシ ョ ン カタログから  ID LocalizedText.1 が検索
されます。
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<wl:tab name='LocalizedTextTab' labelId='tab.2'>
    <wl:text textId='LocalizedText.1'/>
</wl:tab>

パラメータのローカライズ

パラ メータをローカライズする こ と もできます。 パラ メータは、 文字列 {0} の
代わりに使用されます （文字列がローカライゼーシ ョ ン  カタログに格納されて
いる場合）。 

たとえば、 次のコードでは、 LocalizedText.3 とい う  ID で格納されている文字
列 {0} の代わりに、 LocalizedParam.1 とい う  ID でカタログに格納されている
ローカラ イズ テキス トが表示されます。

<wl:text 
textId='LocalizedText.3'
textParamId='LocalizedParam.1' />
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